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付 録
現地の写真
１．警戒区域（小高地区）と原町の境界で警備する全
国から召集された警察官の皆さん
２．南相馬市原町から北に２㎞行ったところは、海抜
が低く、根こそぎ津波で建物は削り取られた。
３．南相馬市立総合病院（遠景では外見は何ともない
ように見える）
４．当時、スタッフとして残っていた２人の理学療法
士（PT）向って左のPTは、南相馬市の意向で、集
団避難の責任者となり、３か月間群馬県草津町で住
民の避難を誘導した。右のPTは震災後、ずっと南
相馬市に残り、病院で必要とされるケアと支援を
行ってきた。
５．地震と津波で老健の浴槽は、このようになった。
６．医療支援に出向いたボランティア（５人）とスタッ
フ、前列中央は筆者
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７．この南相馬市立総合病院での医療ボランティアは
内部被ばくの検査を必ず受診する。
８．病院は電力の不足を補うため、廊下の電気が最小
限に抑えられていた。
９．廊下の踊り場を緊急医局事務に仕立て上げ事務作
業を行っていた。写真は筆者。
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